
 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

 SKM 通信 ( Shimin no Kenkou wo Mamoru kai ) 

      「市民の健康を守る会 in 清瀬」ニュース No.1７  2023/5/17 

市議会議員立候補者へ、公開アンケート実施 
   
◆令和 5 年(2023 年)4 月 23 日に行われた市議会議員選

挙に立候補された方々に、当会から「受動喫煙ならびに喫

煙対策」についてと題して事前アンケートを実施させてい

ただきました。立候補者 27 名中 19 名(70.4%)から回答

がありました。結果は下記の通りです。 

   
◆アンケートの趣旨と方法：令和 3 年４月１日に施行さ

れた「清瀬市受動喫煙防止条例」は施行の３年後（令和

６年）に見直しが予定されています。このため、この時

期に市議の可能性のある方に、清瀬市の受動喫煙対策な

らびに喫煙対策についての見解を伺うものです。アンケ

ートの質問方式は、当会の意見に対してそれぞれの考え

を選択肢から選んで頂くものとしました。なお「その他」

については記載欄を設け、自由に意見をいただきました。

選挙公示日から選挙日の翌日まで、候補者名とともにア

ンケート結果を Web 上に公開しましたが、コメントや

意見についてはそのまま全文を掲載いたしました。 

◆Q5 の回答結果は半数近くが「その他」でした。質問

が現職以外の方にはわかりにくかった可能性があるこ

と、またコンテナ型喫煙所の設置を都市格との関係に置

いたことで、回答が難しくなった可能性があります。Q5

の全文は以下の通りです（Q1～Q4 の全文は裏面に掲載

しています）。 

「Ｑ５．清瀬市の玄関口である清瀬駅前に、新型コロナ

ウイルス感染症対応地方創生臨時交付金 2300 万円を

使って、存在感のあるコンテナ型喫煙所が設置されよう

としています。これは第４次清瀬市長期総合計画に掲げ

られた５つの将来像の１つ『都市格の高いまち』に反す

ると思いますが、貴方のお考えは？」 

なお、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交

付金 2300 万円の補正予算は、令和 4 年３月の定例会

議で可決されたものですが、アンケートに回答された議

員さんから「市に確認したところ現時点での喫煙所の設

置計画はないそうなので、設問がなりたちません」とコ

メントがあり、当会からも市へ問い合わせました。所管

課から 4/13 に受け取った回答は、下記の通りです。 

「平素より大変お世話になっております。ご質問の設

置計画につきましては、撤回はしておりません。これま

でコンテナ型喫煙所の設置について検討を進めてまいり

ましたが、他自治体の取り組みや空気清浄機能などの設

備能力なども考慮しながら、今後も継続して検討を進め

ていく予定でおります。ただし、こうした状況にあるた

め、令和５年度におきましては喫煙所設置に関する予算

要求は見送らせていただいております。」 

発行：市民の健康を守る会 事務局 大森,   事務所：〒204-0021 清瀬市元町 1-8-9-403, Tel: 090-6009-4474 

Mail: cofune_kiyose@yahoo.co.jp,  URL: https://skm-kiyose.org,  Facebook:市民の健康を守る会 in 清瀬 

受動喫煙ならびに喫煙対策は、喫煙者のマナーの問題でも、ゴミ問題でもありません。貴方と貴方の大切な人の 

命の問題です。受動喫煙で毎年 15,000 人が亡くなっています。SIDS(乳幼児突然死症候群)のリスクは両親が喫

煙者では４倍高いといわれています。喫煙者の寿命は平均で 10 年短く、毎年 13 万人がタバコによる健康被害で亡

くなっています。 その死亡による経済的損失はタバコ税の２倍です。 親の死は、子どもの将来を左右します。 

今一度、タバコの害（ニコチン、タール、一酸化炭素）やリスクを学び、なにより命について考えてみましょう。 

（本会は会費と寄付で運営しています。一緒に活動して下さる会員、応援してくださる賛助会員を募集しています。千円/年） HP       FB 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

アンケート Q１～Q4 全文 
   

アンケートの前書きは以下の通りです。 

「本会は、子ども達を受動喫煙から守り、子ども達への

喫煙防止教育の推進に重点をおいて活動している団体で

す。清瀬市では令和 3 年 4 月 1 日より清瀬市受動喫煙防

止条例が施行されていますが、この条例は附則 2 にて令

和 6 年に見直しが予定されています。この時期に市議の

可能性のある方に受動喫煙ならびに喫煙対策についての

見解をお聞きしたくアンケートを実施させていただくも

のです。告示日１週間前までにご回答いただければ幸い

です。ご協力の程よろしくお願い申し上げます」 
   
Q１．清瀬市受動喫煙防止条例の見直しに際して、条例が

適切に運用されたか否かの評価のためには、市民への無

作為アンケート調査が必要であると考えますが、貴方の

お考えは？ 
  
Q２．令和 2 年清瀬市受動喫煙喫煙防止条例（案）策定

時、パブリックコメントは実施されましたが、その前に

市民への説明会は実施されませんでした。清瀬市受動喫

煙防止条例の見直しでは、事前に市民への説明会が必要

であると考えますが、貴方のお考えは？ 
  
Q３．清瀬市受動喫煙防止条例では、タバコ葉を使用しな

い「電子タバコ**」は規制の対象から外されています。

しかし昨今電子タバコはネットを通して未成年者に広ま

り、そのため条例を改正し電子タバコを規制の対象にし

た市もあります。電子タバコも対象にすべきと考えます

が、貴方のお考えは？  
**アメリカでは若年者の死亡例が多数報告され、サンフラン

シスコ市では電子タバコの販売が禁止されました。 
 

Q４．本会は、清瀬市受動喫煙防止条例の適切な運用のた

めには市職員や市議へ喫煙対策についての勉強会や研修

会が必要と考え陳情しました。市職員への研修は採択さ

れましたが（ただしコロナを理由に未だ実施されず）、市

議への研修は不採択でした。市職員や市議への研修につ

いて、貴方のお考えは？ 
   
 Q１～Q４に対する回答の選択肢は以下４つです。 

1.必要と考え進める  2.検討する   3.必要ない 

4.その他（*             ） 
*記載欄が足りない場合は空欄又は 
別紙にお書き下さい。 

   
   

アンケートの自由記載欄から考えること  
  

今回のアンケート方式では、当会の考えに賛同の方

は「１．.必要と考え進める」を選んでいるので、当然

にコメントはありません。コメントは「４．その他」

を選んだ方からになります。その中で半数の方が、喫

煙者と非喫煙者の双方の意見を重視、喫煙する権利が

ある以上分煙を進める、そのために喫煙所は必要、マ

ナーを守る喫煙者への配慮などを挙げていました。 
  
◆WHO は、「分煙」では受動喫煙対策はできないと

明言しています。 
  
◆厚生労働省は、「マナーからルールへ」と方針を大

きく変えました。 
   

喫煙者の権利を主張する方が好んで使う（そうでない

方も無意識に使う）「分煙」「マナー」「共存」という用

語は、日本たばこ産業（JT）が、膨大な宣伝費を使い、

長年に渡り日本人に刷り込んできた言葉です。 

分煙で受動喫煙が防止できる、ポイ捨てを無くし喫煙

者のマナーの向上のために喫煙所を増やす ⇒ いつ

でもどこでもタバコの吸える環境をつくる ⇒ タバ

コの売り上げが増える。 

「分煙」「マナー」「共存」はタバコ産業のために使わ

れてきた用語です。今や、自治体の公の文書からこれら

の用語はほとんど消えています。まだ用いられていると

すれば、その自治体は学び直しが求められます。 
   

新型コロナ感染症の流行時、市内の喫煙所は閉鎖され

ました。喫煙所の閉鎖で歩きタバコは増えましたか？ 

ポイ捨ては増えましたか？ 否です。 逆に、喫煙所の

閉鎖がきっかけで、タバコを吸う本数が減った、止める

きっかけとなった、という方もいます。 
  

◆特に子どもへの受動喫煙対策は非常に重要です。東京

都の受動喫煙防止条例は、家庭の中まで踏み込みまし

た。「第六条 保護者は、家庭等において、子どもの受動

喫煙防止に努めなければならない。 2 喫煙をしようと

する者は、家庭等において、子どもと同室の空間で喫煙

をしないよう努めなければならない。」 
   
◆密閉性の高いコンテナ型喫煙所内でタバコを吸うと、

喫煙者自身が副流煙をあびることになります。副流煙は

主流煙より高濃度の有害物質が含まれていますので、非

喫煙者を守るためにと作られる密閉性の高いコンテナ

型喫煙所の中で、今度は喫煙者が副流煙の被害者となる

わけです。よって公共の場所では、どのような形のもの

でも喫煙所は設置するべきではないのではないでしょ

うか。 

寄付のお礼 

前出 法子  様  1,000 円 

当会は会員の会費と寄付で活動をしております。 

ご寄付は受動喫煙防止啓発グッズ作成等に使用いたします。  
 
 

郵便振替：00130-7-388023 市民の健康を守る会 

ゆうちょ銀行：(当座) 店 019 口座 0388023 

   

タバコの３大有害物質 
   

ニコチン：中枢神経系を刺激し、血管を収縮させること

で、心拍数と血圧を上昇させることが知られています。

また、依存性が高く、長期間にわたって喫煙を続けるこ

とで、禁煙に伴う離脱症状が現れる可能性があります。 

タール：喫煙者の肺に蓄積する粘着性の高い物質で、肺

がんや慢性閉塞性肺疾患（COPD）などの呼吸器疾患を

引き起こす可能性があります。 

一酸化炭素：赤血球と結合することで酸素運搬能力を

低下させ、身体の細胞に酸素を十分に供給できなくなる

ことがあります。これにより、心臓病や脳卒中などの病

気を引き起こすリスクが高まります。 


